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那覇市告示第１０９号

１９６９年１０月２１日










　第１１６回那覇市議会（臨時会）を次のとおり招集する。













	那覇市長職務代理者

	稲嶺成珍




	那覇市第一助役






















１．日時　　　　１９６９年１０月２３日（木）午前１０時




２．場所　　　　那覇市議会議場




３．付議事件　　１９７０年度那覇市歳入歳出更正予算







第１１６回那覇市議会臨時会会期日程




１９６９年１０月２３日　１日間












	月

	日

	曜

	種別

	日程

	備考




	10

	23

	木

	本会議

	議案上程、説明聴取、質疑、討論、表決

	

















第116回那覇市議会会議録

臨時会







上程案件







１９７０年度那覇市歳入歳出更正予算

歳入

議案第１１６号
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第116回那覇市議会会議録




臨時会







上程案件・処理結果







第１１６回那覇市議会（臨時会）処理結果




	１９６９年１０月２３日	（午前１０時０５分開会）
	（午後１２時４５分閉会）









１．本会議

本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	提出

	件名

	提案者

	結果




	年

	月

	日

	番号




	69

	10

	23

	


	会議録署名議員の指名

	副議長

	１２番議員

１３番議員




	〃

	〃

	〃

	


	会期の決定

	〃

	１日間




	〃

	〃

	〃

	116

	１９７０年度那覇市歳入歳出の更正予算

	市長

	原案可決
















第116回那覇市議会会議録




臨時会




１０月２３日（１日間）





１９６９年第１１６回那覇市議会会議録（臨時会）




○　１０月２３日（１日）

	（午前１０時０５分開会）
	（午後１２時４５分閉会）








○　出席議員（１８名）


	　１番（社大）
	国吉辰雄君
	１７番
	又吉久正君


	　２番
	中村昌信君
	１８番
	仲本安一君


	　３番
	瀬長フミ君
	２０番
	黒潮隆君


	　６番
	仲村正治君
	２１番
	久高友敏君


	　８番
	上原綱正君
	２３番
	宮城武君


	　９番
	金城甚松君
	２５番
	比嘉直君


	１１番（人民）
	国吉辰雄君
	２７番
	玉城栄一君


	１２番
	儀間真祥君
	２９番
	椿秀義君


	１３番
	平良信一君
	３０番
	大浜長弘君







○　欠席議員（１２名）


	　４番
	辺野喜英興君
	１６番
	高良文雄君


	　５番
	喜舎場盛一君
	１９番
	金城吾郎君


	　７番
	平良玄昌君
	２２番
	喜久山朝重君


	１０番
	島袋宗康君
	２４番
	真栄城嘉園君


	１４番
	宮里敏慶君
	２６番
	安見福寿君


	１５番
	金城重正君
	２８番
	友利栄吉君












○　説明員


	市長
	平良良松君


	第一助役
	稲嶺成珍君


	第二助役
	前田武行君


	総務部長
	親泊康晴君


	財政部長
	伊波静男君


	建設部長
	水間平君


	土木部長
	内間安春君


	水道局長
	佐久川寛貞君


	消防長
	具志清一君


	主計課長
	上原繁栄君


	建設部庶務課長
	大浜用陽君


	商工観光課長
	宮平勝哉君


	秘書課長
	伊礼孝君


	総務課長
	石川源三君


	建築課長
	金城幸男君


	企画課長
	篠原英一君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～






○　事務局出席者


	庶務課長
	玉城三郎君


	議事課長
	新垣襄二君


	調査係長
	亀島美一君


	議事係長
	永山盛広君


	　
	　


	記録係長
	山城正信君


	主事補
	徳村政保君


	記録係
	上原洋子君




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～









１９６９年第１１６回那覇市議会臨時会議事日程第１号

１９６９年１０月２３日（木曜）午前１０時開議







第１　　　会議録署名議員の指名

第２　　　会期の決定

第３　　　議案第１１６号　１９７０年度那覇市歳入歳出更正予算

（市長提出）




～～～～～～～～～～～～～～




○　会議に付した事件

（議事日程に同じ）

～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本　安一君）

　これより、１９６９年第１１６回那覇市議会臨時会を開会いたします。これより、本日の会議を開きます。諸般の報告をいたします。

　１０月２１日付　市長から那総総８，０４９号　第１１６回那覇市議会臨時会の招集について、　１０月２２日付　那総総第８，０８１号　議案の説明者について、　那総総第８，０８２号　議案の送付について　文書が送付されておりました。

　１０月２１日付　立法院事務局長　嘉陽安春からさきに本市議会で決議された「教育予算の増額並びに完全執行に関する要請決議」については、立法院で、採択され、行政主席において措置することを適当と認め、行政主席に送付した旨、回答文書がありました。

～～～～～～～～～～～～～～






○　副議長（仲本　安一君）

　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。

　本日の会議録署名議員は、儀間真祥君、平良信一君を指名いたします。

～～～～～～～～～～～～～～






○　副議長（仲本　安一君）

　日程第２、会期の決定を議題といたします。おはかりいたします。今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」というものあり）




○　副議長（仲本　安一君）

　ご異議なしと認めます。

　よつて、会期は本日１日間と決定いたしました。

～～～～～～～～～～～～～～




○　副議長（仲本　安一君）

　日程第３、議案第１１６号　１９７０年度那覇市歳入歳出更正予算を議題として当局の説明を求めます。






○　財政部長（伊波　静男君）

　議案第１１６号　那覇市歳入歳出更正予算についてご説明申し上げます。

　今臨時議会に提案いたしました予算は、去る１０月１９日牧志公設市場の精肉、鮮魚および食糧品の販売をしている西市場に火災が発生し、該市場は木造で、しかも密集地帯にあり、相当の被害を受けたので、これに対処するため、市といたしましては、西市場建設計画を推進し、早期着手をはかるため、現在の西市場使用者を収容する仮設市場を開南交番から平和橋にいたる新設道路に建設する計画で予算を編成し提案した次第であります。

　予算内容を説明いたしますと、仮設市場の建設費として４２，８５７ドルを産業経済費に追加いたしまして、これに要する財源は、当初予算に計上してあります政府補助事業の平和橋～大洋琉映館間道路事業の１９６９年度分事業の１４２，８５７ドルを減額し、このうち市負担分の４２，８５７ドルを充当して、歳入の政府補助金は減額するよう処置いたしまして歳入歳出とも１００，０００ドル減となる　更正予算となつております。

　以上簡単に説明を終ります。よろしくご審議のほどをお願い申しあげます。




○　副議長（仲本　安一君）

　ただいまの当局説明に対し質疑に入ります。






○　玉城　栄一君

　４２，０００ドルの仮設市場についてもう少こし具体的にこの場所について説明を願いたいと思います。






○　建設部長（水間　平君）

　お答えいたします。場所は開南交番のほうから大洋劇場のほうへ抜ける都市計画道路がありますけれども、現在開南交番のほうから平和橋間は出来上がつております。その車道の部分に仮設市場を作りたいと考えております。建てます坪数は３０９坪になります。構造は木造、トタン葺きという計画をたてております。






○　久高　友敏君

　お尋ねいたします。ご承知のように牧志公設市場が不慮の火災によつて焼失し、これに変わる仮市場を４０，０００ドル余で建設することになつております。そこで従来の市場使用料、つまり焼け出された分については当然使用料は入らないと考えられます。そこで今度新しく仮市場を建設した場合、従来の牧志公設市場の使用料を徴収するのか。もし徴収しない場合には来年６月まで歳入として当然入つてこないがそれに対する処置、あるいは１２月の議会においてこれを処置するのか、そういう点についてお尋ねいたします。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　２１番議員のご質問にお答えいたします。公設市場使用料につきましては現在各公設市場別の使用料によつて徴収しておりますけれども、現在の西公設市場に準じて使用料を徴収するかどうか、あるいはその期間使用料の減額をするかどうか、諸般の事情を見極わめた上で検討するということで現に検討中であります。




○　久高　友敏君

　部長の説明は検討中であるということでありますが、今の段階では仮市場の使用料をとる方針なのか、とらない方針なのか。それぞれの公設市場の使用料に準じて将来徴収する考えであるのか。私の記憶では水上店舗を設置した場合、現在の公設市場を設置したときには使用料は徴収しなかつたと記憶しておりますが、今度道路上に仮設した場合にはとる方針であるのか。そこをもう１回説明願います。




○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えいたします。現在のところ仮市場を設計するという緊急事態に対応するものとして使用料を徴収するかどうか、あるいは原則として徴収するにしても減額になるかどうかということにつきましては現に検討を進めている段階でございます。






○　仲村　正治君

　このたび不慮の事故で火災が発生したくさんの被災者が出たということに対して心からお見舞申し上げます。そういうふうな不慮の事故に備えて去つた９月の議会において１４４ドルの保険料が追加更正されておりますけれどもその保険契約は出されているかどうかおうかがいしたいと思います。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えいたします。ご指摘のとおり去る９月の定例議会で折角議決されたにもかかわらず現時点で火災保険の加入をいたしておりません。行政事務の遅延によりまして市有財産の復活のための保険金を確保出来なかつたということにつきましては誠に遺憾に思つている次第でございます。いろいろと行政事務の不手際からかかる遺憾なことになりましたけれども、今後かかることがないように強く行政事務の改善をはかつてゆきたいと思つております。






○　平良　信一君

　被災者の救援対策として開南から下の通りに仮設市場を作るということで４２，０００ドルの予算が計上されておりますけれどもあの道路は都市計画によつて認定された道路であり、そこに仮市場を建設するということは違法になるんじやないかと思つております。それと４２，０００ドルを仮設市場の建設費に充当するということでありますが、折角新市場も出来ておりますので一時的にも向こうへ収容して、そしていろいろ今後の対策を練つたらどうかと考えておりますがその点についてお伺いいたします。






○　建設部長（水間　平君）

　お答えいたします。この道路は６５年から着工されているわけでありますけれども、これの完成予定といたしましては７１年ということになつております。ところが現状はどうなつてるかといいますと、６８年度の予算が現在執行されてるような状態であります。この状態からゆきますと恐らく２年ぐらいは当初の予定よりも遅れるんじやなかろうかという見通しと、都市計画事業でありますので政府の補助金によつてその予算の大部分がまかなわれております。６９年度の例からゆきますと琉球政府のほうで援助金を組むべきものが組まれてないというような状態と、それと現在の進捗状況からいたしまして約２年ぐらい遅れるんじやないかという見通しをたてられております。道路の一時使用につきましては、この道路は全体的に一つの道路として取り扱われておりますので、この部分の使用については違法ということにはならないんじやないかと思つております。なお道路の占用についての手続きは一応やつておく必要があると思つております。






○　黒潮　隆君

　ただいまの質疑と関連すると思いますが、前西銘市長の当時、新栄通りのまん中に花屋通り会を収容するために仮市場を建設して長期にわたつて使用したことがあります。その場合、手続きとしては議会に出て来るということはなかつたわけでございます。もちろん道路占用許可という形をとられてあの道路を使用したのかどうか、これは議会に出て来ないのではつきりわかりませんけれども、ただいまの建設部長の説明では〝手続きをとる必要がある〟ということですが、具体的には、かつて新栄通りを使用したように市当局の占用許可というふうな形で出来るのかどうか、都市計画道路としてやはり主席の許可を必要としているのかどうか、その辺をお尋ねしたいと思います。






○　土木部長（内間　安春君）

　この道路は那覇市道でありますので当然道路法第２５条第１項第５号の道路占用許可を道路管理者である市長の許可を受ければいいというふうに思つております。






○　大浜　長弘君

　重複すると思いますが、二、三点お尋ねしたいと思います。仮設市場３０９坪を作られて、現在焼け出された西市場のどういう方々を向こうに収容するのかそれをお伺いしたいと思います。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えいたします。仮市場に入居させる業者の方々は西市場に居残る業者だけにしぼろうと思つております。




○　大浜　長弘君

　火災後、業者が応急措置をして商売が出来るようにしたいということでございますが、西市場は那覇市当局が当然補修して商売が出来るようにすべきであるけれども、応急措置は業者自体がやつたのか、それとも市当局が緊急に応急措置をして入れたのか。金がかかつているとすればこれは一体どうなるのか。






○　建設部長（水間　平君）

　お答えいたします。今度の火災によりまして西市場の約半分が完全に焼失し、一部が非常に危険な状態になつておりましたので緊急に市のほうで資材を出し、その中の大工労務を一部市のほうで負担いたしまして残りの分につきましては市場の業者に加勢していただきました。市の建物でありますので資材のほうは予備費から出してあります。




○　大浜　長弘君

　もう１点、先程６番議員の質問に対して〝火災保険は加入してない〟ということで行政事務のまずさを部長は述べておりましたが、７月の議会できちつと承認されて、７、８、９ともはや３カ月も過ぎておりますが一体どういうふうな理由で加入してないのか、もう１回説明を願います。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えいたします。実は西公設市場の火災保険料の予算は９月２６日に議会議長から原案可決の通知を受けまして市当局といたしましては早速火災保険料の契約事務を進めたわけでございます。保険料の契約につきましては１０月４日に起案いたしまして契約の伺い決裁が１０月１６日になりまして、その支出命令を１８日、火災前日の土曜日に支出伺いをしたわけでございます。起案の１０月４日から決裁の１６日まで相当の期間がございますけれども、この間どういう理由で遅延したか今検討を進めております。




○　大浜　長弘君

　１０月の４日に起案し、１６日に決裁を受けたということですが、一枚の書類が１３日間もこのようにどうこうということは、お役所仕事といわれてもやむを得ないと思います。部長は４日に起案し１６日に決裁を受けた１３日間、この書類がどこで止まつていたかを厳重に調査してもらいたいと思います。お役所仕事で判を押せばいいということでは困ると思います。そういうふうな面を一つ厳重に調査してあとで報告してもらいたいと思います。






○　儀間　真祥君

　仮設市場を建設する場所は開南交番から大洋劇場に到るところで一応都市計画道路であり那覇市長の許可をもらえばいいということでございますが、一応道として出来た以上道交法の関係もあると思いますがその点の説明を願います。






○　土木部長（内間　安春君）

　お答えいたします。道交法との関連は所管である那覇警察署長との合議をとればいいということであります。




○　儀間　真祥君

　ということはこういうことですか。現在開南交番から大洋劇場に到る道はまだ十分開通してないが、開通していれば道交法の適用を受けるんであるけれども現在のところでは受けてないということでありますか。




○　土木部長（内間　安春君）

　道路法との関連は、なる程この道路は一部完成しておりますけれども全長に対しては未完成の状態でありますので、その完成した分に対しては一応道路法の適用を受けますし、さらに道路交通取締法の適用も受けます。交通上支障がないというふうな見地で警察と合議して合意に達すれば道路占用許可を与えていいというふうになつております。






○　上原　綱正君

　このたびの西市場の火災発生によりまして災害をうけた方々に対して心からお見舞を申し上げます。案件が関連いたします性質上、新しく出来ました西市場の公募の状態について具体的に数字をもつて説明していただきたいと思います。

（「議題との関連はどうなるのか」というものあり）






○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えいたします。第二公設市場の公募は１０月２２日現在の時点におきまして２７０名の方々が応募しております。




○　上原　綱正君

　２７０名の受付について具体的に、例えば雑貨、精肉、鮮魚というふうなことで説明願いたいと思います。さらにまた西公設市場については何十名収容能力があるか。




○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えいたします。公募の締切りは１０月２４日までとなつておりますので、まだ具体的にどの業種がいくらという分析はやつておりません。それから第二公設市場は現在４０９小間数をもつております。






○　平良　信一君

　先程本員は道路上に仮設市場を作らずに暫定的に被災者を新市場に収容してその後対策を講じていただいたらと申し上げましたが、これに対してまだ当局からのご意見をいただいておりませんがそれについてお伺いいたします。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　１３番議員の質問にお答えします。

　第２牧志公設市場に対し前市長と約束がかわされている、いわゆる優先入居の方々が花屋通り会、それから都市計画事業に協力された方々、それから現西市場におる業者で移転賛成者、これをしめまして約２０５名の業者がおるわけでございます。そこで先ほども説明申し上げましたように小間数は４０９でありますけれども、この２０５名の残された小間につきましてはすでに火災以前に新聞公告をいたしまして残りのものは応募でもつていたします。それで数を上回わつた場合には抽選をするんだということを市民に約束してありますので、いまさら当初計画を変更するということはまずい結果になると思つて当初案を採用したわけでございます。




○　平良　信一君

　こういう緊急事態が発生したんですからこれはいままでの募集は一時待つてもらつてでも被災者の方々を優先的に収容する方法があるんじやないかと思いますが、これに対してお答え願います。




○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えします。もちろん被災者の中で新公設市場に入居希望の方々は優先して入居させる方針をとつております。






○　椿　秀義君

　お伺いしたいことは仮設市場の工事期間とそれから何年くらい仮設市場を使つていくかお伺いします。もう一点は仮設市場ができるまでの現在被災者の方々の救済方法といたしまして、どういうふうに対策を講じているかその点についてお伺いいたします。






○　建設部長（水間　平君）

　お答えいたします。非常に急を要していますのでこの議案が通過しますれば早速工事にかかりたいと考えております。工期につきましては約一月から一月半を予定しております。なおこの仮説市場で何カ年くらい営業を続けるかということにつきましてはまだ設計が十分できておりません。新しい市場の設計が十分できておりませんのではつきりした見通しは立てられておりませんけれども、おそらく１カ年半から２カ年くらいはこの仮設市場で営業していただかなけりやあいけないんじやないかというふうに予想を立てております。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　被災者に対する救済の方法としてはどういうふうに対策を講じているかというご質問につきましては、救済者の方々に対してできるだけ市当局といたしましては業者の再生資金を融通させるために大衆金融公庫、あるいは資金運用部あるいはその他の金融機関を通じましてできるだけ優先あつせんするような方向で進めたいと思います。それからなお日々の生活に困窮している業者につきましては民生関係の立場からお見舞あるいは扶助という形で救済するような方向でいま事務面を検討しているところでございます。




○　副議長（仲本　安一君）

　よろしいですか。２３番。






○　宮城　武君

　今回の不慮の災害に対しまして開南の新しい道路計画地に仮設市場を設置するということについて先ほど建設部長の答弁があつたわけですが、これまでの答弁の中から総合しますと都市計画事業の中で道路の交通緩和というのが最優先であり、あれだけの土地収用費をかけてやつてなおかつその上を２カ年も、２カ年くらいの目途のもとに業を営ますというお考えのようでございますが、それよりもむしろ先ほど１３番議員が質問したように新しい市場があるわけですからこういう緊急事態に対しては、これまでの市の基本方針であるかもしらぬが、それを何とか曲げて新しい市場に移せないものだろうか。またあの道路を２カ年以上かかるであろうというひとつの目安のもとにやつておるようですが、法的な論拠から一つ逃れる答弁としか受け取れないのでございます。そういう点を考え合わせてみますと道路占有をするというより市場としてあれだけのものを持つていながらまだ使つていないんですから、市の最初の案はどうぞ変更していただいて一応はこの新しい市場に移し、そしていまの現市場の皆さま方が調査費を組んだあの市場の新しい建設に総力を結集していくという姿勢に切り換えていただけないものであろうかどうか、これをお尋ねするしだいでございます。






○　市長（平良　良松君）

　お答えいたします。その点につきましては当局としても考えないわけではありませんが、この移転問題につきましては皆さんもご承知のようにたいへん根強い反対がございましてこのような事態になつてもやはり第２市場に入居するということについては根強い反対を持つておりまして、特にこういう緊急しかも興奮状態の中でこの問題を考えるということは、ますます困窮を深める混乱を深めるという結果にしかならないと思いまして、いままでご説明申し上げました処置をとろうと考えておるわけであります。




○　宮城　武君

　いろいろと考えたあげくこれはいろいろ今後困窮を来たす問題があろうという市長の配慮があつたようでございますが、こういう緊急事態に対処するに一応は現在ある施設を使つていくというのが私は常道じやなかろうかとかように思うのでございます。なおかつこの新しい道路に仮設市場を建てるということでございますが、これは法的に見てあるいは都市計画の道路法からいつて常識的に、あるいは道路交通の緩和状態、いろいろの諸制度、施策いろいろな多角的な検討をして果して占用をしたほうがいいのかどうか。これが当局としてはベター（ｂｅｔｔｅｒ）と思つておられるんですか現段階においては。




○　市長（平良　良松君）

　お答えいたします。ご指摘の点につきましては同様にわれわれも憂慮しているわけでございます。都市交通の緩和の問題、環境衛生の問題その他の社会的な問題からいたしまして好ましい状態でない。したがいましてわれわれはこれを早急に解消する努力をしなくちやあいけない。その方向に向かつて努力を集中していく所存でございます。なおこうした道路占用につきまして前例はご承知のことかもしれませんが、かつて花屋通り会が新栄通りの道路を占用したこともございました。しかしこういう事態はそれこそ早目に対処しなくちやいかぬと思つて、それにはやはりその他のことを考えるよりも先ほど申し上げましたような方針で処理したほうがこれ以上の混乱をまねかない最善の方法だと考えております。






○　（人民）国吉　辰雄君

　このたびの市場の火災にあたりまして非常に不審な点があつたと思います。その第１点は１０月１９日という日曜日、しかも那覇市のあつちこつちで運動会が数多くもたれているという日、したがつて市場はほとんどの業者の方が休みであつたということ。さらにその時点、１時１５分とかいう非常に人通りの少ない、人気の少ないような時間などを勘案してみまして、この火災の原因を徹底的に究明しなければいけないとこう考えます。いずれ市当局からの究明がなされると思いますが徹底的にこの火災の原因を洗つていただきたい。さらに那覇市が何か大きな事業をやる場合にこれに似たようなことがこれまでも数々あつたと記憶しております。たとえば樋川の市営住宅の場合もそのようなことでございました。平和通りのキラクマーケツトの周辺の火災もそのとおり。それから旭ガ丘における、これはボヤ程度で済みましたが、市当局との対関係で非常に緊迫した時点に火災でもつてものごとが処理されていつたというふうな事例がこれまで２、３あつた、こう考えます。したがつて今度の事件もあまりにも偶然が重なり過ぎておるというふうな一般的な見方です。偶然にしてはあまりにも偶然が重なり過ぎておるということでこの火災の原因を徹底的に究明してもらいたい。

　次には残された東市場ですか市財産の管理の面から防衛を強化していかなければいけないと思いますが、今後のこの点についての対策など防衛の強化。火災は必ずしも夜起きるとは限つておりませんので昼、夜を通じての防衛の強化などについて市長はどうお考えであるかお答え願います。






○　市長（平良　良松君）

　お答えいたします。ただいまの問題につきましては、かねて不穏なうわさも流布されておりましたので９月議会が済んで直後警察局長にその旨を連絡いたしまして、警察当局としても十分に警戒してもらうようにかねて要請をしてありました。那覇署にも同様の要請をしておつたのでありますがこのような災害に遭遇したことを非常に遺憾に思つております。それでご指摘の問題がございますが、今日まで那覇市で行政的に紛糾した議案がしばしばこの怪火によつて解決されてしまつたということで市民の間に非常な不信と不安をかもしておる状態でございますので、今回も原因不明とかあるいは迷宮入りというようなことで決着つけられてはいけないということで、第二助役を伴いまして早速那覇署に対して厳重その真相究明に努力するようにと要請してまいつております。以上の点につきましてご報告申し上げます。さらに今後の対処でございますが、これは市場組合の協力も得まして、従来市場組合では自発的に夜警を出して夜の警戒もしていたわけでございますが、今後とも業者、当局一体となつてそのような災害の起こらないように厳重な警戒をしていきたいと、そのことをまた当局にもお願していきたいというふうに考えております。




○　又吉　久正君

　先ほどから６番議員や３０番議員の質問、質疑の中に火災保険がまだかけてなかつたということでございますが、９月の２５日に議会を通過して２６日に議長から当局に出されているということですがその間相当の時間がある。特に消防本部からは火災警報が発令されている、こういう密集したところで、しかも火災の発生しやすいところで、しかも議会に出して議案を自分らで通過させておる。それを長い間保険をかけてないということはほんとうに遺憾にたえない。この１４４ドルの保険金に対して何万ドルの保険額を契約しようとしたのかこれを説明してもらいたい。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　１７番議員の質問にお答えします。１４４ドルの保険料の内訳につきましては精肉、鮮魚の店と食料雑貨、米の全焼部分です。それと２つの内訳で保険を加入しようというふうな予定をしておりまして、すでに全焼したいわゆる食料米類の保険料は６４ドル８セントの保険料契約を内々に相談をしていたわけでございます。それから保険契約高４，１６６ドルでありました。それから現在残つている精肉鮮魚の保険料は７９ドル５０セントで保険契約高は５，０００ドルちようどでございました。






○　又吉　久正君

　ただいまの部長の説明で、焼けたところの保険料が６４ドル。掛金が４，１６１ドルというふうになつておりますが、こういう火災警報、しかも消防本部からたまたま火災警報を出されているその時点において市当局がその期間に保険をかけてなかつたという自体大きな怠慢だと、こう本員は考えております。さらに４，１６０ドルあまりの金額は市民にそれだけ損害を与える、こういう結果になるんだがお役所仕事としてこういうふうな保険をかければ、決済をすれば１日でできます。多くても２日くらい決済を持ち回わりをしたならば、それも予算を通過しているからにはこれも１日か２日でできるんじやないか、こう本員は解釈するのである。こういう重要なときにしかも火災警報も出されているときに、特にああいう火災の発生しやすい場所についてこういうふうな怠慢をしたということは、市民にこれだけの損害を与えているということ自体遺憾にたえません。これについて当局はどういうふうなお考えであるかこういうことについて、これをきつかけに今後の問題もあるわけですが当局としてこれについてどういうお考えであるのかご説明願いたい。

（「市民の血税ですよこれも」というものあり）






○　総務部長（親泊　康晴君）

　１７番議員の質問にお答えします。先ほどもご説明申し上げましたけれども、今度の行政事務の遅延につきましてはどういつたところで長びいたか、あるいは行政事務の手続きがまずかつたのかそういう面を総合的に検討する意味で、すでに発足されているところの行政事務改善委員会に早速諮問して、それの原因究明をはかりたいと思つております。それから、それと並行いたしまして行政ベースの面ではすでに、失礼いたしました行政監察の面におきまして各部の、各課の事務量調査も行ないましてこういつた面からも改善策が見い出されるんじやないかと、こういうふうに考えて早急にこれの対策をしたいと思つております。




○　又吉　久正君

　これから行政事務においては検討してやるとおつしやるので、これをきつかけに行政事務をスムーズにいくようにやつてもらいたい。そうすることによつてそういう損害も受けないと思う。市当局の損害は市民の損害である。血税であるということをいつも考えるべきだと本員は思います。

　次に、今度つくる仮設市場は開南の新しくできた道路上に建設なさる。こういうふうにご説明なつておりましたが、これは先ほども質疑がありましたが当局は法的にこれに疑問はない、疑義はないという答弁をしていたのでございますが、本員は大きな法的疑義をはさんでおります。というのは建築基準法第三章都市計画区域内の建築物の敷地、構造及び建築設備。道路の定義、法第３８条４項「道路法または都市計画による敷設または変更の事業計画のある道路で、２年以内にその事業が執行される予定のものとして特定行政庁が指定したもの」こういうところには２カ年以内に着工するといところには柱１本も立てられないと本員は考えております。道路及び計画道路内の建築制限４０条の２項、これに当てはまつてくると本員は解釈しております。２カ年以内に着工するところでさえも１本の柱も立てられないのにこの場所はすでに土地を購入し、立ち退き補償を出して政府の補助で道路もでき上がつているその場所に、いいですか、その場所にこれから２カ年内にやろうと決定して着工するところでさえも柱１本も立てられないところでありながらそこにこういう仮設市場ができるかどうか本員はこれに対して非常に疑問を持つものである。当局の見解を伺いたい。

（「しつかりしたほうがいいですよこれは。」　「これはね大きな問題になりますよ」というものあり）






○　建設部長（水間　平君）

　お答えいたします。すでにできた道路に対しましては道路法の適用がなされます。ただいまの質問は２カ年以内に都市計画事業として事業執行する予定のものとしての、その箇所における建築についての問題と思いますが、今後２カ年以内につくると指定されたものの制限それはこれには加えられません。以上です。




○　又吉　久正君

　これがですね。いま含まれないとおつしやつておりますが、すでに２カ年以内に着工する計画のところに柱は立てられないのに、この場所は立ち退き補償もして用地も買収した都計道路ですよね。そういう時点においてこの場所にああいうような建築物ができるという自体本員は都計法に反するとみております。いかなることがあつても、あるいは法律家から聞いてもおそらくむずかしいという見解を持つております。本員もまたそういうふうな見解を持つている。大きな行政訴訟なんか起こされたらたいへんになると思うが。




○　建設部長（水間　平君）

　お答えいたします。２カ年以内に事業を執行する予定のものとして指定された道路につきましてはいまおつしやるとおりでございます。ところがいま仮市場をつくろうとするところはすでにでき上がりまして建築基準法の適用が受けられるものではなしに、道路法の適用がなされる箇所であります。それともう一つは本建築でありません。あくまで仮設の施設であります。そういうことであります。




○　又吉　久正君

　道路の定義が３８条の４項にうたわれているのですよ。それをいま建設部長のご答弁では差しつかえないとおつしやつておられるようですが、本員はこれに非常に疑義をはさんでいるんです。本員としてはこれは絶対にできないと思つておりますがね。いま道路、これは完成をしていないんですよ。道路の認定もまだやつてないんでしよう。工事施行中ということです。２ヵ年以内に着工することさえできないのに、今そこにそういう建築物ができるという自体が私は見解の相違かもしれませんが、本員の解釈は絶対できないとこう考えておりますが、しかし当局は全然これに対して拘束されないという見解ですか。具体的にもう一ぺん答弁を願いたいと思います。




○　建設部長（水間　平君）

　お答えいたします。建築基準法の適用に当つては、先ほど申し上げましたように２カ年以内に事業執行される予定のものとして規定された道路として考えられます。それによつて制限を加えているわけです。しかし現在できておるのは道路法によつて措置しようというところであります。それとあくまでも仮設建設物であるということであります。






○　黒潮　隆君

　全く同じようなことが那覇市で行われておるわけです。というのは漫湖周辺の都市計画道路ですね。これは私たちは反対しましたが西銘市長が道路占用を許可しておる。しかも道路を横断して、９月議会にも一般質問で申し上げましたが、レールを敷いてそこから原木を会社内に引き入れる施設がなされ、さらに原木を引き上げるための小屋ができ、ウインチ、機械類まで備えつけられておる。しかも都市計画道路を不法に占用しておる事実なんです。不法に占用したのを撤去させて道路として使うのではなしに、一営利会社のために供する措置がなされているわけです。それがアメリカのプライウツド会社、ベニヤ工場なんです。その場合にもやはり道路占用としてできるんだという見解に立つて、道路占用許可を与えているわけです。しかも護岸などが何回にもわたつて破壊されておるわけです。開南の通りの場合は約２か年ぐらいするとその道路が完成して、道路として使用できる。しかしそれは２か年もかかるんだということでその期間そこに那覇市が仮設市場を作るというふうな計画だと思います。

　もちろん道路は道路として使用するのがあたりまえだと思います。先ほどの議員の質問の中にも、交通難緩和という大きな立場から当然だと思います。私もそれは賛成であります。しかしながら政府の補助事業、さらに那覇市の執行状況、そういつたことのいろいろなことからすると、どうしても２か年かかる。大洋劇場のところまで開けていくには、そこに生活しておる市民の立ち退き問題、補償の問題等困難なものが横たわつているからであります。しかしながら実際に使用しておる道路、たとえば那覇市の平和通り、新栄通り、那覇で一番混雑しておる道路だと言われておりますが、そこの道路の利用については非常に大きな問題になつていたわけなんです。しかも付近の市民の反対もありながら前市長は新栄通りに花屋業者を移すために仮市場を作つたわけでございます。それは那覇市が、西市場を建設するときに、そこに入つて貰おうというふうな見通しでやつたわけです。ところが市場を建設するに当つて市場業者といろいろな問題が起きて、延び延びになつたわけです。しかし第２公設市場が最近でき上がりました。そこにいつごろ移せるという着工の見通しがついたときに、あの花屋通りの仮市場が撤去されたわけでございます。それはもちろん占用許可を那覇市が与えた場合には合法的に占用できるわけです。そういつた問題と実際、その道路ができ上がるのが２か年後というふうな問題とはおのずから違うと思います。

　そして先ほどの議員が読み上げていた問題については、これから予定されておるものに対する建築の制限だというふうに本員は理解しております。そしてでき上つた道路に対して一時、あるいは期間を設けて占用するというものとは全然異なるというふうな見解に立つております。プライウツドの問題から考えて那覇市当局として自信をもつて、先ほどは訴訟を起こされるんじやないかというふうなことがありますが、一体どこが訴訟を起こすのかというふうなところまではつきり答弁してもらいたいと思います。






○　市長（平良　良松君）

　お答えいたします。ただいま１７番議員のご指摘の点につきましては、先ほど建設部長から説明いたしました見解を当局としてはもつているわけでございます。なお２０番議員からご指摘のありましたプライウツドの不法道路占用等につきましては、これを排除すべく努力をいたしております。これが両々相違した問題じやないかという１７番議員のご指摘でございますが、ご指摘の問題はこれから恒久建築をやろうという場合には、建築基準法の制限規定として設けられておるものでございまして、われわれはそこに仮市場を作るのであつて、あくまでも暫定的な緊急対策の措置としてこれを使用しようということでございます。

　従つて道路法の規定に基づいてこれを措置していくということでございまして、こういう事例はどこの建築現場でもままあることでございます。こういう大きな面積を要しないけれども随所において、道路の占有許可というものは許可しております。暫定的にそのような事例を勘案していただきまして、あくまでもそこに仮市場という恒久的な構築物をやるんじやなくして、あくまでも緊急対策、被災者の救済措置として暫定的にこういう措置をするんだということでご理解を願いたいと思います。






○　又吉　久正君

　本員の質疑に対して誤解をもつておるような感じがしますが、本員はそこに仮設市場をつくるのに反対しておりませんよ。法的な疑義がある。焼け出された方々に対しては本当に心から私は協力したい。しかしながら本員が申し上げておるのは、法的問題です。法的に疑義がある。当局の答弁では道路になつておるから差しつかえないと言つておりますが、この道路の定義、３８条４項、あるいは４０条の２項、これを見たならばおそらく私はむつかしいと、こういう見解をもつております。だから当局は大丈夫だとおつしやつておられるんだが、本員はむつかしいという見解、それと裁判にかけるとかかけないとかと言つておりますが、それは市民であるならば市が悪いことをしておるならば裁判はかけられます。それは何も問題じやないんです。本員の考えではこれはできないという見解をもつております。何も仮設市場をつくらすつくらさぬという問題じやなくして、法的な問題です。






○　儀間　真祥君

　予算を組む場合には、おそらく１９６９年度の予算を組む場合は６８年度の予算を一応考慮して組むと思います。その点から言いまして、現在の公設市場の火災保険は前の予算で組まれておつたかどうか。その点をご説明を願います。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えいたします。１９６９会計年度までは火災保険の予算を措置しておりました。１９７０年度から西公設市場を廃止するということで７０年度の予算には、火災保険の予算措置をしなかつたわけでございます。




○　儀間　真祥君

　新しい公設市場がつくられておりますが、これの火災保険は組まれていないのですか、予算で見たことがないけれども、登記が済み次第組むのか。その点をご説明を願います。




○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えします。第２公設市場の火災保険の予算措置は現行会計年度の当初予算に計上してあります。






○　仲村　正治君

　先ほど建設部長の答弁の中に、西市場の政策の設計が完了していないので仮設市場での収容期間がどのくらいになるかわからない、という答弁でございましたけれども、私が調べた範囲内ではそこの地主は〝貸さないんだ〟という考え方に立つているようでございます。その問題でこじれましてかなり長期にわたつて、この仮設市場に収容するようになりますと、いろいろと都市計画に基づいてつくられた道路でありますので、その機能上も問題が起こつてくるとこう考えますけれども、その買収がもし実現されない場合は仮設市場に収容した人たちの、その措置をどう考えているか。市が責任をとのるかどうかその点についてお答え願います。






○　建設部長（水間　平君）

　お答えいたします。９月議会においてもご説明を申し上げましたが、市当局としましては７０年度に新しい市場を建設していくんだというようなことを説明しております。われわれは必ずこれが実行されるもんだというように自信をもつております。






○　又吉　久正君

　今、その法の疑義がありますので、それがなければすぐでも賛成していくわけだが、もうしばらく休憩していただいて、もつと権威者と話し合つてやりたいと思いますので、多分午後になると思います。そこでもし質疑がなければ休憩して下さい。




○　副議長（仲本　安一君）

　休憩いたします。

	（午前１１時３１分　休憩）
	（午後　０時１５分　再開）






○　副議長（仲本　安一君）

　休憩前に引き続き会議を開きます。




○　又吉　久正君

　先ほどの本員の法的疑義について事務局を通じて政府関係と連絡させたわけですけれども、地方課に聞いたらこれは建築課だと、建築課に問い合わせたら法的にこれは疑義がまだはつきりしないということであり、都計道路であるので都計課とも合議してそれによつてしかはつきりできないというようになつております。まだ向こうとしてもはつきりと、そうだ、ということを言つていないということでございます。






○　玉城　栄一君

　最後に市長自身から一言見解を述べていただきたい件は、先ほども火災保険料の問題については何回も質疑が交わされましたけれども、部長から説明があつたそれを結論として申し上げますならば、要するに事務の怠慢である、その結果として１万ドルに近い市民の大事な金が使われなければならないということになつております。そういうことでございますのでこの問題は非常に緊急性の強い問題であつたと思うわけでございます。業者自体もそのことを心配しまして６月より自主的に火災予防の万全を期していた。また当局としてもその必要を認めて９月議会にはその保険料を議会に提案したと思うんであります。しかしながらそのように非常に緊急度の強い問題についてすら１か月余も事務がかかつてそれが行なわれなかつた。これは非常に由々しい問題だと思います。市長の１９７０年度の施政方針の中にも、こういう項目があります。４項目のまず第１番目の中で「市民要求を見現するための機能体である市役所を常に活動的で民主的なものとしたいと思います。市民のための市役所づくりに徹するためには、市民に不利益を与える行為を一掃し、いわゆる〝お役所仕事〟を改善する運動を展開しなければなりません。」と施政方針の中でも市長はそのように述べております。

　しかるに現段階において、このような非常に緊急性の強い大事な問題すら１か月も事務が停滞している。そのために大いなる不利益を市民に与えた、そのことに対して市長自から市民に対して納得のいく説明があつてしかるべきだと思います。

　先ほどの部長の答弁の中にもどこに問題点があつたかその点を検討し、今後改善していくというような話でありますけれども、火事があつてもう５日もなるのにその問題点すらわからない、そう事務のずさんさ、その点をきびしく指摘しなければならないと思います。この問題はむしろ氷山の一角にすぎないんじやないか、われわれの目のとどかないところにおいてあらゆる事務が停滞しているのじやないかと、そのように心配いたします。たとえ１センたりとも市民の大事な金がそのような事務のルーズさから無駄に使われてはならないと思います。その点市長として市民に対して明解に見解を述べていただきたいと思います。






○　市長（平良　良松君）

　お答えいたします。先ほど１７番議員からもこの点につきましてご叱正を受け、ただいま２７番議員からも再びこの問題についてご叱責をいただいたわけでございますが、この点につきましては当局としてまことに申しわけないと存じております。

　さらにどの面で如何なる理由で事務が停滞していたかということについても十分究明をいたしまして、今後再びこのようなことのないように十分注意してまいる所存であります。

　私、就任以来、ご指摘のとおり、いわゆるお役所仕事にならないように事務をつとめて迅速に処理するようにということで、部下職員に対しても督励をいたしておりますし、私自身、決裁書類を机上に停滞させることがないように心がけておりまして、私のところには一日以上書類を停滞させたことはないのであります。

　しかしこれは長い間の惰性と申しますか、なかなか一朝一夕にいかない点もございまして、その点今後なお全力を挙げて事務面の改善を加えていきたいと存じておりますので、深くお詫び申し上げると同時にご理解をいただきたいとこういうふうに考えております。






○　中村　昌信君

　去る１９日の大火に伴ないまして直ちに市長の陣頭指揮のもとに救援対策に乗り出し、さらにきようの臨時議会を招集していただきましたことに対し、本員は心から敬意を表するとともに被災者の皆さんに心からお見舞を申し上げます。

　１点だけお聞きいたしたいことは、先ほど２９番議員からのご質疑に対して、救援の対策としてのお答えとして市中銀行や、あるいは大衆金庫からの再起資金のあつせんをしていくというお答えがありましたが、私もそのことに対しては一日も早く、ただあつせんだけではなくて２３０名のあの被災者のうち、私が聞くところによりますと約２００名相当がこの再起資金を借入れしたいというふうに言つております。２００名相当といいますと、事務的に大変混乱しますし、また被災者は焼け出されたあとかたずけやらでせわしいために、また銀行融資をしたこともない未経験の方々でありますので、市当局としては事務面からの指導と、さらに連合会とタイアツプして再起資金が一日も早く貸し出しできるよう、大衆金庫、市中銀行にやつていただけるかどうか。その点をお伺いいたします。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えいたします。資金融資のあつせんにつきましては、先ほどご説明を申し上げましたけれども、具体的に業者の中には事務手続きに非常に困難な方々がおりますので、その方々に対して援助の手をさしのべてもらえるかというふうなご質問であろうかと思いますけれども、市当局といたしましてはあつせんの方法、あるいは手続き等は現在設置されてるところの法律相談所それから商工相談所などの内部の機関をフルに活用いたしまして一日も早く再生する方向に努力したいと思います。なおどうしても業者の方々で事務手続等で困難な方々に対しましては出来るだけ職員を動員いたしましてその方々のために援助の手をさしのべたいと思つております。






○　又吉　久正君

　３０９坪の仮設市場を作られるということでございますが、そこには何十名を収容するお考えであるのか。それと先程の答弁にもありましたが今の市場の方々で第２市場に移る方々がおれば優先させるということですが大体どの程度今の市場から第２市場に移る方々がおられるか。それと３０９坪の仮市場には何百名収容するのか、これを説明願いたいと思います。






○　総務部長（親泊　康晴君）

　お答えいたします。仮市場の収容小間数はおよそ３３７から３４０程度を予想しております。と申し上げますのは現在西公設市場に使用許可された小間数は４５７名でございまして、そのうち今までに第２公設市場に入居希望の方々が１３０名おられますので、それを差し引いておよその小間数をとつた次第であります。




○　又吉　久正君

　ご答弁では１３０名希望者がいるので第２市場にその希望者を移すということはほぼはつきりしていますね。




○　総務部長（親泊　康晴君）

　ハイ。




○　又吉　久正君

　それから残りの方々を仮市場を造つて向こうで営業させる、そして今の市場敷地を７０年度までに改築する。そして２年で改築して移すということでしたがあの土地は問題になつております。９月議会でも質疑を交わしたんですが恐らく訴訟にもつてゆくだろうと。この訴訟に持ち込まれた場合、果してあと２年で改築して仮設市場の方々を本当にそこに移し切れるかどうか。裁判というのは相手がありますのであるいは何年続くかわからない、そういつた点において２年で移すという仮定はどうかと思います。そこでもし万一これが出来なかつた場合、仮市場で業を営む方々の補償問題、その後の対策についても考えるべきじやないか。どういう措置をとるべきだということをこの仮設市場を作る前に予想してしかるべきじやないかと思いますがそれについて具体的に答弁してもらいたい。






○　第二助役（前田　武行君）

　お答えいたします。果して２年以内に完成出来るだろうかということでございますがわれわれ建設部門としては設計、建築は大体計画中でありまして、見通しとしては今年度で設計を終り、来年度から予算が通れば建築に入る。そうしますと大体少なくとも２年後には完成するんだという計画をたてております。しかし、ご質問の大きな要点は、土地問題がこじれるんじやないか、事件になるんじやないか、相手があることだし事件が起れば簡単にすまされないんじやないか、ということでございますが、これは必らず事件になるともいえませんし、またならないともいえない。事件になつた場合にはどういう形で事件になるか。一例を申し上げますと具志川の区画整理事業は全住民の反対がありながら簡単に施行されております。これは手続上異議を封鎖して完全に出来るような手続きをしたが寄宮の場合はその手続きをうたなかつたために未だに出来ない。そのケースによつていろいろ方法がありますが、どういう形で出て来たからどういう形でやるか、具体的に述べよといわれましても、一例を申し上げますと都計法、収用法、民法、借地借家法、すべてをもつてこう来たらこうやるんだ、ああ来たらああやるんだ、こう来たらこうやらなければならんということで仮定に立つと大体長くなりますので、われわれとしてはどうしても２カ年を目標にやつてゆくんだ、この努力をしているということだけの程度で答弁にかえさせていただきたいと思います。




○　又吉　久正君

　救済の方法はどう考えるか。出来ない場合に。

（「議長、議長」というものあり）




○　又吉　久正君

　まだ答弁が残つてますよ。補償の問題。






○　市長（平良　良松君）

　お答えいたします。もし万一問題が進捗しないで救済を要するような事態が起きたらどうするかということでございますが、ただいま第二助役から説明がありましたように当局といたしましては以上のような目標を立てて執行してゆきたいと考えております。万一そのような事態が起きた場合、その時点でまた検討し皆さんに新しくご協力をお願いする問題が出てくるかもしれません。しかしそれはあくまでもそうした事態が起きたときの問題でございまして当局としてはあくまでもそういうことがないように努力してゆきたいと考えております。




○　又吉　久正君

　２年で新しく出来る市場に移されるというご答弁ですが、建築は何ヵ月ぐらいかかる予定でございますか。






○　建設部長（水間　平君）

　お答えいたします。まだ設計図が完成していませんのではつきりした期間は申し上げられませんけれども一応１カ年半から２カ年ぐらいはかかるんじやないかという予想をたてております。




○　又吉　久正君

　ここに疑問があります。２カ年後に移すんだという答弁は全然当らないと思います。着工の目途さえつかないのに、着工の目途がついてから工事が２カ年かかるのに、２カ年後に新しくあの道路上の仮市場から撤去して改築した市場に移すということ自体が裏はらであると思います。２カ年後に本当に仮市場から移し切れるかどうかもう一ぺんご答弁願いたいと思います。




○　建設部長（水間　平君）

　はつきりした設計図が出来ますればこれによつて工程表を作成いたします。その工程表いかんによりましては一日も早く仮設市場に入つている業者の皆さんを本建築の市場に移さなければなりませんので、そういつたようなことも考えて工程表を作成いたします。市の方針といたしましては２カ年以内に完成したいというふうに考えておりますのでわれわれとしても工程表作成の段階でそういうふうなことを考慮いたしましてやつてゆきたいと考えております。




○　副議長（仲本　安一君）

　質疑を終結し討論に入ります。






○　宮城　武君

　本員は本日上程されました更正予算案に反対いたします。これから反対理由を申し上げます。現在、第二牧志公設市場が完成され、去つた６月議会におきまして市当局は市場の方々を移すんだという基本方針があつたはずでございます。しかしながらあれ以来諸事情の変更に伴ないまして、反対されてる店子の方々を移さないということで、現在使用しているところの牧志公設市場の総合的な改築に着手されるようになつたのであります。しかも第二牧志公設市場におきましてはあれだけ尨大な費用をかけ、なおかつ使わずして眠らせているという諸事情をみました場合に今回不幸にして不慮の災害にあわれた市場の方々には誠にもつて同情の念を寄せると共に早く更生の道を図らなければならないし、そこに市当局の責務があろうかと思います。そういう点を考え合わせ、なおかつ市場を中心とする市民生活を考えました場合にこの受益者そのものは市民であり売子である。これは一体の関係にあると思います。そういう観点に立ちました場合に、われわれは無暗に徒らに市民の血税を使うわけにはいかん。現在第二公設市場はあいておりますので市当局は何としても市民全般の福祉、市民全体の利益というものを中心にして市長は速やかに現在牧志公設市場におられる被災者の方々を第二公設市場のほうに移していただき、その間にりつぱな総合ショツピングセンターの調査、設計にかかるというような線で進めてもらいたいと思います。なお先程来当局の説明によりますと、現在の開南を中心とするあの通りの目的は、那覇市の交通の渋滞、これが起因して市民生活に及ぼす影響は大なるものがあるのであれだけの費用をかけ土地を買収し新しく道路の計画をなされたものだと思います。そういう観点に立ちました場合にあの道路が一日も早く完成し交通渋滞の緩和策が社会に与える利益のさいたるものであると本員は理解するものでございます。そういうとき、逼迫する中で何カ年にわたるかわからないようなこの仕事を、あの道路の上に仮設建物を立て、４０，０００有余にわたる市民の税金を使い仮設する必要はないと思います。あくまでも第二公設市場のほうへの臨時的な移転を当局は速やかに考えてもらいたいと思います。こういうように要望いたします。なお付け加えて申し上げますと今回の不慮の災害をみました場合に、これから長期にわたるであろうところのこの仮設市場というものをみましても、決して災害がふりそそがないという保証はないのであります。

特に台風銀座といわれる沖繩におきましてはトタン葺で木造であるというのは、来年、さ来年どのような台風が訪れるかしらない。そういうのもわれわれが考えました場合に第二公設市場は恒久的でりつぱな施設でありますので、当局は明敏なる判断力と勇気をもつて現在の第二公設市場に速やかに移転させショツピングセンターの早期実現に全力をそそいでもらいたいという観点に立ちまして本日の市当局の提案に反対いたします。






○　中村　昌信君

　本日の臨時議会に提案されました当局案に賛成いたします。私たちは去る９月の定例議会におきまして一応市場問題の予算も通過いたしましたし、これによつて市当局はそのための仕事をすでに手がけております。しかし不幸にいたしまして去る１９日に大火が発生し、そのために私たちは３月頃に予定していたのが、このような災害によつて急に変更になつたわけであります。このことは去る９月の定例議会におきまして私たちは全会一致で予算を承認いたしました。このことからいたしましても私は賛成いたします。４５７名の業者がすでに焼け出されておりますのでこの方々を一日も早く私たちは安定した生活に戻すためにもあしたから直ちに着工するよう賛成の意を表します。　　（傍聴席より拍手あり）




○　副議長（仲本　安一君）

　討論を終結し採決に入ります。議案第１１６号、１９７０年度那覇市歳入歳出更正予算について原案を可決することにご賛成の方のご起立を求めます。






○　副議長（仲本　安一君）

　起立多数であります。よつて本案は原案どおり可決されました。

～～～～～～～～～～～～～～




○　副議長（仲本　安一君）

　諸般の報告をいたします。１０月７日付、那覇市監査委員　中山興忠ほか３人から、　那監第１０７号、１９７０年度８月分および１９６９年８月（出納整理期間の分）の例月出納検査の結果報告並びに、　那監第１０８号、１９７０年度定期監査報告についての報告書が提出されておりました。




○　副議長（仲本　安一君）

　以上で本日の日程は、全部終了いたしました。これにて１９６９年第１１６回那覇市議会臨時会を閉会いたします。



（午後１２時４５分　閉会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




　上会議録を調整し署名する。




１９６９年１０月２３日







副議長　　　　仲本安一　㊞




署名議員　　　儀間真祥　㊞




署名議員　　　平良信一　㊞
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